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2025～2026年度国際ロータリーのテーマ
「よいことのために手を取りあおう」

UNITE FOR GOOD

第 3393 例会（１号）　2025 年７月３日（木）晴れ

会長・幹事　所信表明

　このたび、いわき平ロータリークラブ第 73 代目の会長に正
式に就任いたしました、鈴木弘康でございます。これから１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　ご存じの方も多いと思いますが、私がこの平ロータリーク
ラブに入会させていただいたのは、もちろん、自ら望んで入
会したわけではなく、このクラブに入会していました父であ
る鈴木弘長の影響でございます。第 46 代の会長を務め、また

ガバナー補佐も務めておりました。その影響もあり、私も小学生のころから、
毎年、年忘れ家族会には、参加しておりました。その当時は、会場外のロビー
などで、輪投げなどの子供が遊べる出見世などがいっぱいあって、楽しい時間
を過ごした記憶があります。帰りには、必ず、レディーボーデンの高級アイス
をもらって帰って、それが楽しみ一つでもありました。これが、クリスマスの
時期の恒例行事で、高校を卒業するまで強制参加だったように思います。
　父と二人でバス旅行にも一度同行したことがありました。今から 35 年前ごろ、
小学高学年か中学生ころだったように思います。浅草の雷門前の２階の食堂で
食事をし、夜は東京ドームで中日対巨人を観戦した記憶があります。巨人側は
とれなかったのか、中日側の応援席で巨人を応援していたと思います。中日の
落合がホームランを打って、中日が勝った試合で、巨人ファンであった父は機
嫌がよくなかったと記憶しております。今は退会してしまいましたが、父の同
級生である吉田仁平さんがいたことは記憶があります。かなり特徴のある方（面
白い方）でしたので、よく記憶しております。
　そんな、幼少の時から馴染みがある、この平ロータリークラブに入会したの
は、父が亡くなった平成 22 年７月から約１年が経過した平成 23 年の 10 月のこ
とです。東日本大震災があった年で、ようやく落ち着きを取り戻した、そんな
時期でした。ある方に親父の遺言だからと言われ、「そんなこと言ってなかった
けど？」と思ったものの、入会を断る術も知らず、そのままサインをしてしまい、
35 歳の若さで入会させていただきました。
　入会から５年後には、三瓶会長の幹事として仕事をさせていただき、いつの
間にか 13 年と９ケ月が過ぎて、今に至っております。
　今年度スタート直前に RI 会長エレクトが突然辞任し、新しい RI 会長にフラ
ンチェスコ・アレッツオ氏（イタリア、ラグーザロータリークラブ所属）が就
任することが理事会で承認され、７月１日から正式に RI 会長に就任することに
なりました。2025 年の国際協議会で発表された 2025-26 年度の会長メッセージ
である「よいことのために手を取りあおう（UNITE FOR GOOD））」はそのま
ま承継され、このメッセージは、政治、地理、イデオロギーでますます分断さ
れている世界において、結束する力となるようロータリー会員に呼びかけるも
のです。奉仕プロジェクトを通じ、ロータリーはさまざまな背景を持つ人々（人
種、宗教、職業を超えて）をつなぎ、地域社会でよいことを行うという共通の
使命のために活動します。
　今年度の 2530 地区のガバナーは浪江ロータリークラブ所属の泉田征慶（ゆき
たか）氏です。泉田ガバナーも、2530 地区は会員の減少が続いており、会員増
強が最大の課題であると指摘しております。充実したロータリー活動を行うに
は継続した会員増強が必須であり、退会者数を減らすことが会員増強につなが
る。そのため対外的な広報活動と合わせて、対内的にも活動の情報を共有する
ことが重要で、我々の活動が地域社会で必要とされていることを実感して、ロー
タリアンであることを誇りにもてるような広報活動を行っていきたいと述べ、
事業方針として、下記の 3 点を掲げています。
　◦ロータリーの理解を深める活動
　・公共イメージの向上
　・充実した例会実施のための支援
　当クラブは今年度 40 名スタートで、７月に企業交代で２名の会員が入会され
ますので、実質 42 名でのスタートとなります。この会員数は過去最少人数にな
ります。真剣に会員増強を考えねばならない時期に来ています。
　今現在、2530 地区は 60 クラブありますが、いわき平ロータリークラブは福島
県内で４番目にできたクラブであり、この歴史ある 72 年の中で最大の危機であ

2025-2026 年度　国際ロータリー第 2530 地区
いわき平ロータリークラブ第73代会長 鈴　木　弘　康 氏

り、クラブの存続が危ぶまれる危険水域だと思います。
　この状況を打開すべく、会員全員が会員増強を強く意識しなければ、これか
ら先も同じ状況が続くことになりかねません。今年を底辺として、V 字回復を
果たすべく取り組んでいく必要があると考えています。そのためにも、クラブ
の魅力を発信し、それと同時に入りやすい環境を整えることも必要かと考えて
います。
　昨年度の有賀会長はクラブ定款に基づき、積極的に休会を増やしました。こ
れはいままでになかった変革であったかと思います。例会を減らすことへの抵
抗がいままであったように思いますが、現代の社会環境に合った例会数の変更
を実現したように思います。
　ロータリアンの最大の目的は、ロータリーソング奉仕の理想の出だしに「奉
仕の理想に集いし友よ」とあるように、奉仕したいと思う人が集まる場所だと
いうこと。これを実現するために、会員を増やし、親睦を深め、知り合いを広
めることが必要だと、ロータリーの目的にも記載されています。恐れずに言えば、
毎週例会を開催することが、ロータリーの目的ではないと思います。この危機
的状況にあるからこそ、時代に合わせたロータリー活動を見直すよい機会かも
しれません。
　ただし、奉仕するには人が必要です。これを実現すべく、積極的に志を同じ
くする会員を増やしていきたいと思います。会員の減少、平中央ロータリーク
ラブからの事務費負担分がなくなったことから、今年度は財政的に非常に厳し
い年度になります。
　まだ昨年度の決算報告はされておりませんが、有賀年度も 46 名でスタート、
さらには、物価の高騰による経費の負担の増加が予想以上に大きく、純粋な収
支予想を上回るマイナス収支が発生する予想です。スマイルボックスの当初繰
入予定額の倍近い金額を繰り入れたことで、なんとか運営できておりますが、
今年度はその繰り入れる金額は当初予定の金額のみで、それ以上の繰入をする
ことは次年度の渡邉年度の予算額に手をつける事態となります。
　今年度は 42 名でのスタートという厳しい現実があります。会員数が 50 名程
度まで回復するまでは、例会数の縮小と夜間例会の会費制の導入が必須です。
そのほか支出の多い項目である、親睦活動委員会費、事務局費も大幅に予算書
縮小する必要があります。
　このような状況でありますので、今年度の会長方針として別紙のとおり実施
してまいりたいと思っております。

会 長 方 針
　次年度以降の長期的な視点も考慮し、今年度は下記の内容の縮小または廃
止を検討していきます。

１ 確定案件
　◦ＳＡＡ（出席）関係………… …３ケ月皆勤賞の停止（年間皆勤賞は規模を縮

小して実施）
　◦…親睦活動委員会関係………… …ゴルフ愛好会支援金の減額、夜間例会の会

費負担
　◦プログラム委員会関係………… 外部卓話の謝礼はお礼状のみ

２ 早急検討案件
　◦親睦活動委員会関係………… …誕生祝・結婚祝の縮小または廃止（夜間例会

の負担増に伴い、スマイルの負担の軽減を
検討）

　◦公共イメージ情報委員会関係…… HP管理費の見直し　
　◦会報・広報委員会…………… 福島民報社以外への広告掲載の縮小
　◦例　会　費…………………… 例会数の縮小や食事内容の見直し
　◦新 年 例 会…………………… …年末に年忘れ家族会を実施のため、新年会

は昼間の例会を検討（ガバナー補佐来訪予定
日であるため、調整必要）

　◦計画書の作成費……………… …組織表や会員名簿は、手帳に記載があるた
め、計画書への掲載はせず、また、定款・
細則は別冊とし、毎年の印刷費を削減。

　◦慶　弔　費…………………… 慶事の停止
　◦事 務 局 費…………………… 事務所移転の検討



会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　渡部育夫　　岩岡由夏

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

　７月に入って急に暑い日が続いております。来週以降も引き続き 30 度を超え
る日が続くようですので、体調管理には十分に気を付けていただければと思い
ます。再来週７月 16 日にはゴルフコンペが開催される予定ですが、18 ホール回
れるのか今から不安を感じております。
　最近地震が頻発しているかと思います。皆さんもご存じかもしれませんが、
明後日７月５日４時 18 分に大きな災害が発生するのでは、と噂されております。
たつき諒さんという方が描いた「私が見た未来　完全版」という漫画の中で、
自分が見た予知夢が描かれていて、日本とフィリピンの中間あたりの海底がボ
コンと破裂（噴火）」「太平洋周辺の国に大津波が押し寄せた」「その津波の高さ
は東日本大震災の３倍」と予言しています。この漫画の表紙に「大震災は 2011
年３月」という記載があったことで、東日本大震災を的中させたとして話題に
なっている本です。日本だけはなく、アジアを中心に話題になっていて、日本
への旅行のキャンセルなどが相次いでいるようです。気象庁は地震予知は不可
能というコメントを出しているようですが、実際に地震が頻発していますし、
まったく無視できる状況にはないように思います。
　信じるか信じないかはあなた次第。
　私はとりあえず３日分の食材とガソリンだけは満タンにして、何も起きなく
てよかったねと、また来週の例会に出てこれたらと思っております。
 「備えあれば憂いなし」
会員の皆様もガソリンだけは満タンにしておきましょう！

〔点鐘・国歌斉唱・ロータリーソング（我らの生業）・ロータリーの目的（鈴木会長）・
四つのテスト（松村幹事）〕

◆新入会員入会式
　いわきワシントンホテル椿山荘総支配人の村上淳氏に対し、鈴木弘康会長か
らバッジなどが手渡されました。村上氏は「皆さまとともに社会奉仕に努めたい」
と挨拶しました。

◆米山功労者表彰
　関口武司会員に対し、鈴木会長から第３回マルチプルの表彰が伝達されました。

♥鈴木弘康さん（今日から１年お世話になります。宜しく御願い致します）♥
松村耕平さん（今年１年間改めてよろしくお願いします。鈴木会長の助けにな
れるよう尽力いたします）♥渡邊有さん（鈴木会長、松村幹事の船出を祝して）
♥鈴木雄大さん（鈴木会長１年間よろしくお願いいたします）♥関根貴さん（新
たな年度スタート引き続きよろしくお願いします）♥有賀行秀さん（鈴木丸の
船出を祝して）♥黒須幸雄さん（財政難の１年、税理士さんの鈴木会長さん頑
張って下さい）♥森雄治さん（鈴木弘康さん、松村耕平さん１年間頑張れ‼）
♥伊藤盛敏さん（鈴木・松村丸の船出を祝って。申し訳ありません早退致します）
♥関口武司さん（鈴木・松村丸の船出を祝して）♥飯野光世さん（鈴木・松村
丸の船出を祝して）♥阿部弘行さん（弘康丸の船出を祈念して）♥出島規弘さ
ん（今年度もよろしくお願いします）♥山﨑慶一さん（新年度スタートを祝って）
♥新妻純男さん（鈴木会長、松村幹事１年間頑張って下さい）♥鈴木東雄さん
（新年度のスタートを祝って）♥渡部育夫さん（鈴木会長、松村幹事、新年度よ
ろしくお願い致します）♥三瓶和秀さん（鈴木会長、松村幹事の船出を祝して）
♥松崎浩さん（鈴木会長、松村幹事の船出を祝って）♥川瀬直史さん（鈴木会
長本年度宜しくお願いします）♥郡二三子さん（鈴木年度スタート、１年間宜
しくお願い致します。いわき平中央ＲＣは事務所を引っ越し、私も退会、平Ｒ
Ｃだけ頑張ります）� 以上21名

★本日の例会案内　７月10日（木）12：30 ～
　会員卓話　常陽銀行平支店長　出島規弘会員
　　お食事メニュー＝鮎塩焼き
★次回の例会案内　７月17日（木）12：30 ～
　会員卓話　福島民報社いわき支社長　渡部育夫会員
　　お食事メニュー＝チキンカツレツ

◆S.A.A（川松裕之委員）

・ ７月のロータリーレートは１ドル＝ 145 円です。
・ いわき勿来ＲＣより７月プログラム予定表が届きました。
・財団ニュースが届きました。

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

７月３日 41 名 28 名 ―

※ ４～６月の平均出席率は 83.5％、年間出席率は 67.7％でした。
　S.A.A と出席委員会が統合され、新たな S.A.A のメンバーが出席会員を迎え
ました。
　食事の前に、S.A.A の三瓶和秀会場監督の音頭で乾杯しました。

2025-2026 年度　国際ロータリー第 2530 地区
いわき平ロータリークラブ幹事 松　村　耕　平 氏

　私は 2022 年９月に入会し、今年度で４年目を迎えておりま
す。先輩ロータリアンのご指導の下、奉仕の理念を念頭に活
動してまいりました。私にとって大変貴重な経験ばかりです。
　今年度は鈴木会長の下、微力ではありますが、スムーズな
クラブ運営、そして地域貢献に努めていきたいと思います。
五つの目標をもって臨みたいと考えております。
　①理事会および例会は充実した内容になるよう努めます。

　②鈴木会長が掲げる方針、年次目標を実践できるよう尽力します。
　③各委員会が活発に活動できるよう努めます。
　④一丸となって会員増強に努めます。
　⑤ ＲＩ会長が掲げる「よいことのために手を取りあおう」に基づくクラブ運

営を実践します。
　2025－2026 年度のいわきロータリークラブの活動が実り多いものとなるよう
努めてまいりたいと思いますので、１年間よろしくお願いいたします。

入会の挨拶をする村上淳会員

出席委員会と統合した S.A.A のメンバー

三瓶和秀会場監督の発声で乾杯する会員

米山功労者の表彰を受けた関口武司会員


